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あらまし本稿では,ｽｹｼﾞｭｰﾙ調整の効率よい支援を目的とした秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑの設

計について述べる.提案するｼｽﾃﾑでは,実際の秘書業務を参考にし･ﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝにﾓﾃﾞﾙ化と

設計を行った.従来は,作業の自動化を目的として,学習や推論といった核となる技術を設計の前

提としていたが,自動化の条件が厳しく業務をｼｽﾃﾑに適応させるための負担が大きかったり･実

装された機能が本当に必要とされているとは限らないという問題があった･これに対し,提案ｼｽﾃﾑ

は(1)実務を直接反映した機能を組み込める, (2)自動化を過度に追及しないので適応のための負

担が少ない,といった点で優れており,気の利いた処理を利用者に提供できる･
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Abstract In this paper, a design of a secretary agent system tO Provide considerate support tO

schedule coordination･ Proposed system follows to the reference work model that was made from

works of real world secretary･ Most of conventional secretary agents have the premise to use a ce血れ

key technology for work automation･ However, sometimes they force users to adapt for implemented

system functions, and sometimes the implemented feature just can't rill the actualuser requlrementS･

proposed system tries to solve such shortage of existing systems as follows: (1) Features renecting

real secretary business can be easily incorporated to the system because the reference work model is

the premise･ (2) Overhead for introduction and adaptation may be suppressed since too much
automation is not aimed.
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1.はじめに

近年,人と人との交渉を効率よく支援する目的で,ｴｰ

ｼﾞｪﾝﾄ技術を用いたｼｽﾃﾑ,特に秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄｼ

ｽﾃﾑの開発が多く行われるようになってきている【l】【7】.

秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑは,利用者が対処する必要が

ある作業をﾈｯﾄﾜｰｸやｺﾝﾋﾟｭｰﾀを介して自動化や

支援を行うことで作業効率をあげることを目指している.ｲ

ﾝﾀｰﾈｯﾄや個人情報管の普及･発達により,このような

秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑの重要性は増してきている.

例えば, AT&TのKautzらの開発したBotｼｽﾃﾑでは,

訪問者と利用者の間のｽｹｼﾞｭｰﾙ調整を支援する【2】.

また, MITのMaesは,ﾒｰﾙﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞｴｰｼﾞｪﾝﾄ

Maximsやﾐｰﾃｨﾝｸﾞｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞｴｰｼﾞｪﾝﾄを開

発しているが【3】,これらは,利用者のﾒｰﾙやﾐｰﾃｨﾝ
ｸﾞの申し込みなどに対する処理を記録し,利用者が新し

く処理を行う必要に迫られたときにその処理の予測と,予

測結果に合ったGUIｲﾝﾀﾌｪｰｽ(顔の表情)を利用者

に提示する.この時,その予測確率がある一定以上であ

ればｴｰｼﾞｪﾝﾄが自動的にその処理を行うので,利用

者は決まりきった作業をｴｰｼﾞｪﾝﾄに任せ,それ以外は

ｴｰｼﾞｪﾝﾄの表情や予測結果を見て判断を行う.

こういった従来の秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑは,核となる

技術(seeds)の応用として考え出されたので,必ずしも

ﾕｰｻﾞの要求(needs)を過不足なく実現しているとはいえ

ない.すなわち,従来の秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑでは,

知識ﾍﾞｰｽ推論や機械学習といった既存の技術を中心

にｼｽﾃﾑ利用者のﾀｽｸの代行を目的として開発が行

われている.そのために,必要とされる知識ﾍﾞｰｽの識量

が膨大であったり,限定的な条件下でしか理想的な学習

を行えないかったりという問題を抱えており,また,実装さ

れた機能が利用者の要求を必ずしも満たすものでもな

かった.先ほど挙げたMaximsの場合,理想的に学習を

行うことでｴｰｼﾞｪﾝﾄは利用者の代行として処理を行う

が,理想的な学習を行うには,利用者による多くの設定が

必要であっ′たり,例外のない定型処理に対象を紋る必要

があったりする.

つまり,技術(seeds)を前提として設計された秘書ｴｰ

ｼﾞｪﾝﾄは,必ずしも利用者の要求を反映しておらず,ｼ

ｽﾃﾑの提供する機能にあわせて実世界の業務を変更
する必要があったり,利用のためのｵｰﾊﾞｰ-ﾂﾄﾞによっ

て利用者の負担が却って増加したりするという問題があ
る.

このような問題を極力避けるために,本稿では学習や

推論といった技術を中心とするのではなく,利用者の要

求(needs)の分析を出発点として業務に対するﾘﾌｧﾚﾝ

ｽﾓﾃﾞﾙを得た上でｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑの開発を行うこ

とを考えた.このようなｱﾌﾟﾛｰﾁを用いることで,次のよう

な優位性が得られると考えられる.

1.業務全体を見渡したﾘﾌｧﾚﾝｽﾓﾃﾞﾙに立脚

して,必要だと判断される機能から漸次実現し
ていくことができる.

2.自動化のﾚﾍﾞﾙを適度に抑え,利用者に余計

な負担を強いないような設計が容易になる.

このような利点をもつｴｰｼﾞｪﾝﾄを本稿では｢気の利

いた処理を行う秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑ｣と呼び,その設

計について述べる.具体的には,実世界の秘書業務

【4】【8】を参考にすることにより閉居点の抽出を行い秘書業

務に対するﾘﾌｧﾚﾝｽﾓﾃﾞﾙを構築し,それに立脚した

秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑのｱｰｷﾃｸﾁｬを設計した.

本研究では,秘書の業務として特にｽｹｼﾞｭｰﾙ調整業

務を対象として議論をすすめる.

以降の章では,まず2章で実際の秘書業務のﾓﾃﾞﾙ

化について説明を行う. 3章ではそのﾓﾃﾞﾙを提案する

ｼｽﾃﾑとして適用する方法を示す. 4, 5章ではｱｰｷﾃ

ｸﾁｬと想定する利用形態について述べ, 6章で設計した

ｼｽﾃﾑと従来の秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄとの比較を中心に考察

を行い, 7章でまとめを行う.

2.実際の秘書業務ﾓﾃﾞﾙ

2.1秘暮兼務

現実の世界における秘書業務では,上司の意思決定

と業務の執行を補佐して,仕事の生産性を上げることが

もっとも大切な役割であると考えられている.また,秘書が

上司に代わって何らかの意思決定を下すことは,定例的

な作業などを除いてほとんどない.つまり秘書自身は判
断を下すのではなく,上司が判断を下すに当たってその

意思決定の支援を行う.さらに,秘書とは上司とそれ以外

の存在との間の一対多通信を単純に中継するのではなく,

上司が所属している複数のｺﾐｭﾆﾃｨと相手他者の所属

する複数のｺﾐｭﾆﾃｨの間での機密保持や社会性など

を考慮してｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取り次ぐものである.

文献【4】によると,秘書の行う業務は実務や経験をもと
に(1)ﾌﾟﾛﾄｺﾙ管理:交際の管理やﾒｯｾｰｼﾞ送信者

(依頼者)に対する対l,i:, (2)ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理:実際のｽ

ｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞ, (3)情報管理:受発信情報の機密の保持

を考えた取り扱いの3つのｶﾃｺﾞﾘに分類されることが観

察されている.本稿では秘書の行う業務を特にｽｹｼﾞｭｰ

ﾙ調整に限定しているが,この場合においてもこれら3つ

のｶﾃｺﾞﾘによる分類は有効である.以降では,まずこれ

らの各ｶﾃｺﾞﾘについてより具体的に紹介する.

2.2ﾌﾟﾛﾄｺﾙ管理

一般にﾌﾟﾛﾄｺﾙという言葉には,ｺﾝﾋﾟｭｰﾀによる

ﾃﾞｰﾀ伝送のための通信規格や,国際間の外交儀礼と

いった意味があるが,ここでは,個人ないしは個人の所属

するｺﾐｭﾆﾃｨが,社交を効果的に行うための標準手続

きを意味し,ﾌﾟﾛﾄｺﾙ管理とは,主として社交(上司と依
頼者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)の制御を意味する.ｽｹ

ｼﾞｭｰﾙ調整業務においては,以下のようなﾌﾟﾛﾄｺﾙ管
理ﾀｽｸが存在する.

i )名簿管理

依頼者に関する名簿ﾃﾞｰﾀを管理づる.また,転居情

報などが入ってきた場合にはそれに伴って迅速に名綿

ﾃﾞｰﾀの変更を行う.

辻)交際記録管理:

名簿管理と連携し,誰とどのような交際を行ったかを記

録しておき状況を把握する際に役立てる.
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ﾌﾟﾛﾄｺﾙ管理では上記のようなﾃﾞｰﾀを収集･利用す

ることで社交相手のｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ判断し,上司との関

係を導き,それに基づいて,応対方法の選択を行う.

2.3ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理

ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理の具体的な方法とは仕事の計画化

である.ここでいうｽｹｼﾞｭｰﾙとは行動予定(日程)のこ

とであるが,一般に行動はをｽｹｼﾞｭｰﾙ表としてまとめら

れる.ｽｹｼﾞｭｰﾙは,それだけで一発表や時間予定表

と解釈されることもあるように,表として一党化すること自

体にも意味がある.故に本稿では,ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理を,

i)日時を決め, ii)それを表に組み込んで, iii)一覧できる

ようにすること,ととらえる.これらのﾀｽｸはそれぞれ,ｱ

ﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ,ｱﾚﾝｼﾞ,一隻化と呼ばれる.

i )ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ

ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄは面会の予約という意味でよく用いられ

るが,ここでは,特定の日時および場所の取り決めを行う

ことを意味する.ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄは, ①どこの,誰が面会を

希望しているのか, ②いつ,どれくらいの時間会いたいの

か, ③どこで, ④何のために会うのか,という項目を決定

するために依頼や受諾のﾒｯｾｰｼﾞを送受するﾀｽｸであ

る.ｱﾎﾟｲﾝﾄ依頼を受けた秘書は必ず即答は避け,上司

に確認をとる必要がある.

近)ｱﾚﾝｼﾞ

ｱﾚﾝｼﾞは上記のｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄを受け,複数のｽｹ

ｼﾞｭｰﾙ案を意思決定に必要な情報と共に上司に提示

し,確認をとることを意味する.この際に必要な情報とはｱ

ﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄの目的と,それに必要とされる準備期間(移

動時間や純粋な準備時間),前後の予定,今までの対応

実績(依頼者と過去にどのようなやりとりがあったか)であ

る.準備期間を提示する際も,準備に要する時間を最短,

標準,最長の3ﾊﾟﾀｰﾝ用意し,出来る限り最長のものを

利用するようにする.また,一度決定されたｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝ

ﾄの変更があった際にはｱﾚﾝｼﾞを再度やりなおし,上司

に確認を取る.ｽｹｼﾞｭｰﾙの重複などがあった場合に

は,組織,依頼者間の優先順位をﾁｪｯｸし,それを元に

ｱﾚﾝｼﾞの候補を提示する.

ih)一覧化

一覧化とは,ｽｹｼﾞｭｰﾙ表の作成と公開,および,ｱ

ﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄとして受けたﾒｯｾｰｼﾞを表にしたｱﾎﾟｲﾝﾄ

ﾒﾝﾄ表の作成というﾀｽｸを意味する.

ｽｹｼﾞｭｰﾙ表は主として情報の公開のために作成す

るが,上司のｽｹｼﾞｭｰﾙを誰にでも全て公開することは

機密上の問題があるため,相手の組織や立場に応じて公

開のﾚﾍﾞﾙ(詳細度)を変える必要がある.また,年間ｽｹ

ｼﾞｭｰﾙ,月間ｽｹｼﾞｭｰﾙ,週間ｽｹｼﾞｭｰﾙを用途に

応じて作成する.この場合も年間ｽｹｼﾞｭｰﾙに記入する

ﾃﾞｰﾀと月間ｽｹｼﾞｭｰﾙに記入するﾃﾞｰﾀの場合では

ﾃﾞｰﾀの粒度を変えて,すなわち期間が短いものには正

確で細かいﾃﾞｰﾀを記入する必要がある.このようにして

表1ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄｰXの作成の効果

上司の行動の計画化
ｱ ﾎ゚ ｲ ﾝ ﾄﾒﾝ ﾄ一党により,計画拍

な行動を促すことが可能になる.

ｱ ﾎ゚ ｲ ﾝ ﾄﾒ ﾝ ﾄに対す 空き時間を見つけやすくなり,ｱ ﾎ゚

る待機 ｲ ﾝ ﾄﾒ ﾝ ﾄの新規申し入れや,既 _

に決まつているｽ ｹ ｼ゙ ｭ ｰ ﾙ の変

更に対処しやすくなる.

連絡網車の迅速化 上司のｽ ｹ ｼ゙ ｭ ｰ ﾙ 同士の関連を

調整したり,他の組織との連携がし

やすくなる.

行動の紀錬
上司の行動を記録しておくことによ

り,後の参考資料と出来る.

書き分けることにより,短期的な行動計画から長期的な予

測までが,ｽｹｼﾞｭｰﾙを一覧することによって可能にな
る.

ｽｹｼﾞｭｰﾙ表とは別にｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄｰ発表を作成

するのは,ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄは,間断なく発生し,しかも一時

的に頼模することがあるためである.ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ一覧

表を作成することにより,表1に挙げるような効用が得られ
る.

2.4什報管理

情報管理ｶﾃｺﾞﾘには,上記のﾌﾟﾛﾄｺﾙ管理,ｽｹ

ｼﾞｭｰﾙ管理で送受されるﾒｯｾｰｼﾞや一覧ﾃﾞｰﾀなど

のｱｸｾｽの管理,主として,ﾃﾞｰﾀを取り扱う際の機密

管理を行うﾀｽｸが含まれる.すなわち,ﾃﾞｰﾀの参照や

書き換えの要求があった場合に,要求元がじっさいにそ

の権限を有するかどうかを検証し,権限のあるものに対し

てのみ許可を与える.また,無駄な情報の整理･圧縮や

ﾃﾞｰﾀの最適化などの補助的なﾀｽｸも含まれる.

以上のようなﾀｽｸのｶﾃｺﾞﾘ化が,実際の秘書の実務に

おける経験や知見を元に作成された秘書実務の基本ﾓ

ﾃﾞﾙである.このように整理することで,ｽｹｼﾞｭｰﾙ調整

において利用者が必要とし,秘書が提供する必要がある

ｻｰﾋﾞｽが明確になった.次節ではこの秘書業務ﾓﾃﾞﾙ
を元にした秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑの設計について述

べる.

3.気の利いた秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑ

提案する秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑは,利用者のｽｹ

ｼﾞｭｰﾙ調整を自動化するのではなく,ｽｹｼﾞｭｰﾙ調

整の支援を行う秘書業務を2節で紹介した秘書業務のﾘ

ﾌｧﾚﾝｽﾓﾃﾞﾙに基づいてｼｽﾃﾑ化する,というｱﾌﾟ

ﾛｰﾁにより設計されている.ｼｽﾃﾑ全体は基本となる3

つの管理ｶﾃｺﾞﾘ(ﾌﾟﾛﾄｺﾙ管理,ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理,情

報管理)ごとのﾀｽｸﾓｼﾞｭｰﾙを持ち,各管理ｶﾃｺﾞﾘご

とに,扱うﾃﾞｰﾀの種類,とﾀｽｸを抽象化した上で,自動

化する部分と利用者に判断を委ねる部分とに切り分けを
行った.
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我2名称(依頼者)の主なﾃﾞｰﾀ項目

ﾃ゙ ｰ ﾀ項目 内容

名前 名前
所属 所属(複数可)

ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ゙ﾚ ｽ 秘書ｴ ｰ ｼ゙ ｪ ﾝ ﾄが返答するﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ゙ﾚ ｽ
備考 依頼者に関する備考

優先度 依頼者の優先度
履歴 過去のｱ ﾎ゚ ｲ ﾝ ﾄﾒﾝ ﾄのやりとり

表3名簿(利用者)の主なIT--ﾀ項目

ﾃ゙ ｰ ﾀ 項目 内容

名前 名前

所属 所属

ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ゙ﾚ ｽ
依頼者に伝える秘書ｴ ｰ ｼ゙ ｪ ﾝ ﾄのﾒ ｰ ﾙ

ｱ ﾄ゙ﾚ ｽ
情報公開 このﾃ゙ ｰ ﾀ を公開する相手と公開内容

注:名#のﾃﾞｰﾀ項目としてはこの他に依頼者-の電話や住所などの
連絡先がある.さらに,所属に関しては,別に康先度を記録したDBが

ある.

このｼｽﾃﾑの基本動作では,ｽｹｼﾞｭｰﾙ調整を行う

際に必要な入力(ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ)を受けると,先に述べ

たﾌﾟﾛﾄｺﾙ管理,ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理,情報管理のﾀｽｸ

を経て,実際の秘書が行うものと同等の情報を含む出力

(ｽｹｼﾞｭｰﾙの調整と意思決定に必要とされる情報)を

利用者に提示する.これにより,利用者は実務上必要とさ

れてきた情報を得ることができ,ｽｹｼﾞｭｰﾙ調整を効率

よく行うことができる.

また,本設計では特に,管理ｶﾃｺﾞﾘのうちのﾌﾟﾛﾄｺﾙ

管理部分に対して,複数の組織に所属する上司と依頼者

の所属や役割との関係に応じて対応を調垂するｻｰﾋﾞｽ

(ﾏﾙﾁﾛｰﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)について詳細に設計を

行った.

3.1ﾌﾟﾛﾄｺﾙ管理

社交を制御するという実際の秘書業務の位置付けを参

考にし,ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄの依頼者(及び所属)の判別を行

う.これにより,利用者が意思決定をする際に必要な情報

を提示し,支援するための準備を行う.また,この判別に

より依頼者の所属を解釈し,それに応じた情報の公開を

することができる.

i )名簿管理

各依頼者のﾃﾞｰﾀをﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(以下DB)に格納し,

ｽｹｼﾞｭｰﾙ調整を行う際に利用する.ﾃﾞｰﾀ項目は表2

のようになっている.また,名前と所属に関しては,利用者

が名簿を作成する際に他の名前あるいは他の所属との間

に優先度(10段階)を指定することが出来る.これは,ｱﾚ

ﾝｼﾞの際に用いられる.

名簿には利用者(上司)のﾃﾞｰﾀも登録しておき(表3),

誰に自分の情報を公開しているかという項目も付与して

おく.利用者自身の連絡先などを変更した際には,この

情報を元に変更が自動的に通達される.

表4ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄのIT1--ﾀ切目

ﾃ゙ ｰ ﾀ 項目 ﾃ゙ ｰ ﾀ 内容

依頼者名 依頼者の名前

所属 所属
時期 いつにｱ ﾎ゚ ｲ ﾝ ﾄﾒ ﾝ ﾄをいれるのか
時間 どれだけの時間行うのか
場所 ﾛｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 情報
目的 ｱ ﾎ゚ ｲ ﾝ ﾄﾒ ﾝ ﾄのﾀ ｲ ﾄﾙ p

内容 内容記述

表5ｽｹｼﾞｭｰﾙﾃﾞｰﾀの各ﾃﾞｰﾀ項目

ﾃ゙ ｰﾀ項目 内容

時期 いつｽｹｼ゙ｭｰ ﾙが行われるか
時間 所要時間(準備期間含む)
名前 依頼者の名前

所属 依頼者o)所属
魂所 ﾛｹｰ ｼｮﾝ情報
目的 ｽｹｼ゙ｭｰ ﾙの目的
対応 ｽｹｼ゙ｭｰﾙが予定通りに行われたか?行
われなかつたとすると,誰が拒否したのか,
といつた対応情報

種別 表6参照

表6ｽｹｼﾞｭｰﾙ種別とその意味

ｽ ｹ ｼ゙ ｭｰ ﾙ
種別

内容

Noticed
知識として記録されるが,ｽ ｹ ｼ゙ ｭｰ ﾙ の
重複には影響を与えない.

M arginal 準備期間

Reserved 予約は受けたが未確定

Settled 確定したｽ ｹ ｼ゙ ｭｰ ﾙ

近)交際実績の把握

名簿の履歴項目という形で,誰から(あるいは誰に)いつ

ﾒｯｾｰｼﾞを送ったかをDBに記録する.これにより,今ま

での交際実績を正確に把握し,ｽｹｼﾞｭｰﾙ調整の際の
意思決定などに役立てることができる.

3.2ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理

ここでは,ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄの依頼者から送られた,指定

時刻,場所といった内容に関するﾃﾞｰﾀを解釈し,以下

に示すような整形をかけて,利用者に提示し,支援を行
う.

i )ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ

ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄﾒｯｾｰｼﾞには①名前, ②所属, ③時期,

④時間, ⑤場所, ⑥目的, ⑦内容,という7項目が含まれ

る(表4).依頼者がこの項目に従ってｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ定義

し,送信すると,秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄがそれを受け取りｱﾚﾝ
ｼﾞのﾀｽｸに備える.
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表7一党鼓の租類

1..L..:: 公開情報 用途 機密ﾚ ﾍ゙ ﾙ

ｱ ﾎ゚ ｲ ﾝ ﾄ ﾒ ﾝ ﾄ -

I

修正履歴を含めたｽ ｹ ｼ゙ ｭ ｰ ﾙ ﾃ゙ ｰ ﾀ 全て 利用者の行動計画 ,ならびに今後

の参考資料

最高

週間ｽ ｹ ｼ゙ ｭ ｰ ﾙ 時期,名前.所属,場所, 目的. 時間といつた

詳細な情報

利用者の基本的な行動計画の指針 田

月間ｽ ｹ ｼ゙ ｭ ｰ ﾙ 時期,時間 同じ組鰍内での情報の共有など 普通

年間ｽ ｹ ｼ゙ ｭ ｰ ﾙ 時期,所属,場所, 目的 組総革位で情報を公開する場合な

どに用いる.

低

正)ｱﾚﾝｼﾞ

まず,ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄで受けたﾃﾞｰﾀ項目をもとに,予

備時間を算出する.これは,移動時間と準備時間から
なっており,移動時間の算出は,ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ時間の前
後のｽｹｼﾞｭｰﾙから利用者のいる場所を調べ,ﾛｹ-
ｼｮﾝDB (利用者が移動に要する時間を記録したD】】)を
用いて移動時間を計算する.また,準備時間については
目的別に準備時間のDBを作成しておきそれを参照して
利用者に参考提示する.また.それぞれについて,最短,

標準.最長の3つのﾃﾞｰﾀを用意しておく. DBに存在し
ない場所や目的の場合は利用者が入力することも可能で

ある.
次に依頼者及び晩頼者が所属する組織の過去のﾒｯ
ｾｰｼﾞのやりとりをｽｹｼﾞｭｰﾙﾃﾞｰﾀ(表5,6)より抽出し,

その前後の予定と共に利用者に提示する.

このようにして,ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄに含まれるﾃﾞｰﾀ項目

に加えて,予備時間と過去の履歴を参考情報として利用

者に提示する.これにより,利用者は新たに入ってきたｱ

ﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄや,変更の必要があるｽｹｼﾞｭｰﾙが合った

場合に必要とされる情報を見ながら効率よく意思決定を

行うことが出来る.

in)一発化

ｽｹｼﾞｭｰﾙﾃﾞｰﾀを用いて各種一発表を作成する.

一覧表の種類は表7のようになる.なお,一葉表を公開

する場合,情報管理ﾀｽｸにより,利用者と依頼者の関係

を考慮し,そのｽｹｼﾞｭｰﾙﾃﾞｰﾀに直接関係のある依

頼者と.利用者が指定した個人,ないしは組織に属する

個人にのみﾃﾞｰﾀの関東を許可し,それ以外の人には利

用者が指定した適当な内容の項目しか見えないよう,機
密性を守る.

3.3什報管理

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ管理.ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理により収集したﾃﾞｰ
ﾀをDBとして保存する.実際の秘書の場合も受発倍情

報の取り扱いには機摩性を考慮しているが,秘書ｴｰ
ｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑでも,これらのﾃﾞｰﾀをﾌﾟﾛﾄｺﾙ管理ﾀ

ｽｸを通じて確落された依頼者及び所属ﾃﾞｰﾀにより公

開のﾚﾍﾞﾙを決定する.

以上のように,実際の秘書業務のﾘﾌｧﾚﾝｽﾓﾃﾞﾙをも

とにした, 3つの管理体系に必要な情報と機能を組み込

んだｼｽﾃﾑを設計した,これにより.

i )意思決定を行う際に,秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄによる｢気の

利｣いた支援を受けることができる.

i1 )複数の組織に所属する利用者のｽｹｼﾞｭｰﾙ管理
を一億所で行うこと(ﾏﾙﾁﾛｰﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ)が可能になった.

4.ｱｰｷﾃｸﾁｬ

提案する秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑのｱｰｷﾃｸﾁｬを

図1に示す,ｴｰｼﾞｪﾝﾄ本体はWWWｻｰﾊﾞの機能と

ﾒｰﾙ送受信の機能を持つｻｰﾊﾞとして実装する.ｴｰ

ｼﾞｪﾝﾄとしての動作は. 2, 3章で述べたﾌﾟﾛﾄｺﾙ管理,

ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理,情報管理の各機能に分類した実装を

行う.利用者との聞の主なｲﾝﾀﾌｪｰｽにはWEBﾌﾞﾗｳ

ｻﾞの利用を想定する.ｴｰｼﾞｪﾝﾄ同士あるいは外部の

園1秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑのｱｰｷﾃｸﾁｬ
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依頼者との間のﾒｯｾｰｼﾞのやりとりは半構造化された亀
子ﾒｰﾙによって行う.各ｴｰｼﾞ主ﾝﾄ及び利用者はｽｹ

ｼﾞｭｰﾙﾃﾞｰﾀをｻｰﾊﾞ上に置き,必要に応じてPDA

(個人情報端末)などとﾃﾞｰﾀの同期を行う.各ｴｰｼﾞｪ
ﾝﾄｻｰﾊﾞには

iｽｹｼﾞｭｰﾙDBと,ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄの内容から必要

な時間を算出するための,ﾛｹｰｼｮﾝDBと準備時

間DBを含んだｽｹｼﾞｭｰﾙ関連DB

●今までのｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄの経緯,各依頼者の名簿を

登録した交際録DB

が保持されている.ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄの依頼が行われた

際には,これらのDBを用いてｽｹｼﾞｭｰﾙの予約(ｱﾎﾟ
ｲﾝﾄﾒﾝﾄの申し込み)の処理が行われる.

次節では,ｼﾅﾘｵを用いてｼｽﾃﾑの利用方法を具体

的に示す.

5.ｼﾅﾘｵ

提案するｼｽﾃﾑでは,典型的には,次のようなｽﾃｯ

ﾌﾟを経てｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄの受け取り,調整にってい利用

者の支援を行う.

提案するｼｽﾃﾑでは,ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄの依頼を受ける

と次のようなｽﾃｯﾌﾟを経て利用者の支援を行う.

1.ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄの受信:ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄを載せた

ﾒｰﾙをﾒｰﾙﾊﾝﾄﾞﾗが受け取り,ﾌﾟﾛﾄｺﾙ管

理機能が起動する.

2.依頼者の確認:情報管理機能を経て交際録DB

に含まれる名簿ﾃﾞｰﾀを用いてｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄの

依頼者を確認すると共にﾃﾞｰﾀを取り出す.また,

ｽｹｼﾞｭｰﾙDBから,依頼者に関連するｽｹ

ｼﾞｭｰﾙﾃﾞｰﾀを読み出す.

3.ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄの予備時間の井出:ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝ

ﾄの時期,時間ﾃﾞｰﾀより利用者が依頼された時

刻の前後にどこにいるのか,をｽｹｼﾞｭｰﾙDBよ

り取り出し,ﾛｹｰｼｮﾝDBを用いて移動時間を

算出する.また,目的ﾃﾞｰﾀより目的別の準備時

間DBより準備時間を算出する.以上の移動時間

と準備時間を合算して,予備時間を算出する.

4.ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄの受け入れ可能性の判定:2.で

算出した予備時間とｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄを元に受け入
れ可能性を判定する.

5.表示するﾃﾞｰﾀの作成:上記の結果から,ﾌﾞﾗｳ

ｻﾞで利用者に表示するﾃﾞｰﾀを作成する.内容と

しては,ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ,受け入れ可能性,前後

(あるいは重複した)ｽｹｼﾞｭｰﾙ,依頼者に対す

る過去の交際履歴,となる.

6.緊急度の判断:以上の結果を元に,依頼された時

期,必要時間+ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄの時間,依頼者及

びその所属の優先度より緊急度を判断する.

7.通知内容の整形:6.で算出された緊急度を元に通

知ﾃﾞｰﾀを蓄積しておき,利用者が閲覧する際に,

並べ替えて表示する.

8.利用者の意思決定:利用者はｴｰｼﾞｪﾝﾄのから

提示された参考情報をもとに実際の意思決定を

行い,それをｴｰｼﾞｪﾝﾄに返信する.

9.依頼者への返答と開示:ｴｰｼﾞｪﾝﾄは依頼者に

対して返答のﾒｯｾｰｼﾞを送る.このとき,利用者

のｽｹｼﾞｭｰﾙ情報を添付する必要がある場合に

は,相手の所属組織や役割,ｽｹｼﾞｭｰﾙの内容

に応じて,開示度を調整する.

6.考察

従来のｼｽﾃﾑが全体の作業の中で限定されたごく一

部分を取り出して自動化を行っていたのに対し,本稿で

設計を行った秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑは,依頼者の判

断や情報の収集のｻﾎﾟｰﾄ業務のなかから定型化が可

能な部分を自動化し,その結果得られる参考情報を提示

することで利用者の意思決定支援を行う.表8は,提案ｼ

ｽﾃﾑと従来の秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑの違いをまとめ

たものである.

従来,このような秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑの設計では,

表8従来の秘暮ｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑと提案ｼｽﾃﾑの比較

相違点 従来の秘書ｴ ｰ ｼ゙ ｪﾝ ﾄｼｽ ﾃ ﾑ 提案ｼ ｽﾃ ﾑ

目的 自動化による利用者の代行 意思決定を利用者に委ねた利用者の支援

ｱ ﾌ゚ ﾛ ｰ ﾁ ■機能定義を元にﾎ゙ ﾄﾑ ｱ ｯﾌ゚に設計 実世界の秘書業務ﾓ ﾃ゙ ﾙ を参考にﾄｯﾌ゚ ﾀ゙ ｳﾝ設計

手法 機械学習等の既存技術を元にした問題解決など
ｽ ｹ ｼ゙ ｭ ｰ ﾙ 調整という問題を解決するのに現実の秘
事業務ﾓ ﾃ゙ ﾙを採用

支援対象J
半自動化が可能な母集団を持つた特定組織に
属する傭人

不特乱複数組織に属する個人

解決する問題
自動見学受付【2],ﾐｰ ﾃ ｨﾝ ｸ゙ｽ ｹ ｼ゙ ｭｰ ﾙ の自 ｱ ﾎ゚ ｲ ﾝ ﾄﾒﾝ ﾄ発生時の依頼者(所属)確認とｽ ｹ

動対処【6]など ｼ゙ﾕ∵ﾙ 調整時の意思決定支援

長所
自動化することにより,利用者の負担が少なくな

る

過剰な自動化を削減することにより,利用者の負担声ﾐ少

ない丁
利用者にとつて必要な機能が実現されている.

意思決定に関してのみ自動化が存在しない短所
自動化のための条件が厳しい,利用者の問題を
解決する機能が実装されてろとは限らない
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利用者の作業を代行するために,ｼｽﾃﾑの自動化によ

る効率のｱｯﾌﾟを目指してきた.そのため,機械学習や知

識ﾍﾞｰｽ推論【3][2]や,それらとﾏﾙﾁｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽ

ﾃﾑの融合【6】といった既存技術をﾍﾞｰｽとした手法を使
うことで,利用者が行うべき意思決定自体を代行すること

を目指していた.しかし,このような機能ﾚﾍﾞﾙからﾎﾞﾄﾑ

ｱｯﾌﾟに設計を行うｼｽﾃﾑでは,ｽｹｼﾞｭｰﾙ調整のよ

うな目的において,利用条件の似通った特定の組織や,

相手の所属している組織のことを考慮しない一個人しか

支援することができない.

例えば文献【3】にある,ﾐｰﾃｨﾝｸﾞｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞ

ｴｰｼﾞｪﾝﾄは,ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの依頼を受けたときに利用者

がどのように返答を返すかを学習する.この時,同じ返答

を返したものの共通点を探し,以降では受けた依頼と共

通点を比較し確率的に利用者が返す返答の内容を計算

しその確信の度合いに応じたFaceｲﾝﾀﾌｪｰｽと共に

報告する(ex. I predict that you will
ACCEPT ;confidence:0.351).この場合,学習の結果

confidenceがlになればｴｰｼﾞｪﾝﾄは利用者に聞くこと

なく返答を返すことができる.

このｼｽﾃﾑではこの学習ｴｰｼﾞｪﾝﾄがconfidenceを

1とできるような理想的な学習ができれば,その学習結果

に限ってはｴｰｼﾞｪﾝﾄが利用者の意思決定の代行をし

てくれる,というﾒﾘｯﾄがあるが,逆に,理想的な学習がで

きないような利用環境においては,利用者にとって問題を

解決するために役立つ手段であるとは限らない.

以上のように,従来ｼｽﾃﾑでは学習や推論などを用

いて利用者の業務の代行をするために,その処理の自動

化という点が焦点となっていた.これにより,自動化に至る

までの過程で提供されるｴｰｼﾞｪﾝﾄの機能が利用者の

満足のいくものであるかは明らかではない.

提案するｼｽﾃﾑではこのような技術指向から出発する

のﾓﾃﾞﾙ化ではなく,実際の秘書業務【4】【8】を参考にし

た参照ﾓﾃﾞﾙを作成し,それに必要な情報と必要な機能

を組み入れるというﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ的なｼｽﾃﾑの設計を

行った.

結果として,ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ受信時の依頼者と利用者

の関係の把握や必要な情報の提示といった自動化部分

と,実際のｽｹｼﾞｭｰﾙ調整を行う意思決定部分の利用

者-の委任,という部分との切り分けが可能になった.

また,意思決定の代行を極めて限定的な条件でしか達

成できない従来ｼｽﾃﾑに対し,提案ｼｽﾃﾑでは,この

｢意思決定は利用者に委ね,秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄはその支

援作業を自動化する｣というｱﾌﾟﾛｰﾁをとったために,

幅広い条件での利用者支援が可能になった.

さらに,複数組織に所属した利用者が,その所属のこと

を考慮してｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを行うﾏﾙﾁﾛｰﾙｺﾐｭﾆ

ｹｰｼｮﾝについても,ﾘﾌｧﾚﾝｽﾓﾃﾞﾙに基づき,自然

な実装が可能であることがわかった.
以上のように,提案ｼｽﾃﾑでは,業務のﾘﾌｧﾚﾝｽﾓ

ﾃﾞﾙに基づいて,意思決定に必要な情報と機能を設計

するとｱﾌﾟﾛｰﾁを取ることで,ｼｽﾃﾑ全体として｢気の

利いた処理｣を実現できる.

7.おわりに

気の利いたｽｹｼﾞｭｰﾙ調整処理を行う秘書ｴｰ

ｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑの開発を目的として現実の秘書業務を参

考にしたさん称ﾓﾃﾞﾙを作成し,必要な情報と機能に付

加することで,利用者の意思決定を支援するｼｽﾃﾑの

設計を行った.従来の秘書ｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑと提案

ｼｽﾃﾑを比較することにより,従来のｱﾌﾟﾛｰﾁで考慮

されていなかったｼｽﾃﾑの自動化と意思決定支援の,

明確な切り分けが有効であることが分かった.

今後の課題としては,ｼｽﾃﾑの詳細な設計とそれに

基づく実装と評価があげられる.また,ﾏﾙﾁﾛｰﾙｺﾐｭ

ﾆｹｰｼｮﾝを実用的に行うためには｢なりすまし｣等を防

御するための認証機構が必要であるが,この部分に関し

てもより具体的な設計を進めている[5】.
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